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「京丹後市高齢者大学」を創設
市政トピックス

フォトトピックス
山登りで新緑を体感 ほか

コウノトリのヒナ5羽がすくすく
まちのわだい

主な内容
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　“山ガール”の入江和子さん（下写真）
に撮影協力をお願いしました。
　

　入
いり

江
え

和
か ず

子
こ

さん（弥栄町）
　大宮町のブナ林
に行ったのは、今回
が 3回目です。新緑
の木々から漏れてく
る陽光は、とっても
きれい！天候もよく
て、空気もおいしく
て、最高に気持ちが

よかったです (^o^)。次はどの山に登ろ
うかなぁ。（14㌻に関連記事）

　今月号から、表紙写真をリニューアル。
「きょうたんごで "いいね "」がスタートしま
した。京丹後市の中には、「いいね」と思う
場所や人、場面がたくさんあります。そんな
地域の魅力を、表紙の写真でお伝えします。
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行財政改革

「
公
共
施
設
見
直
し
計
画
」
を
策
定

１
６
３
施
設
を
民
間
や
地
域
な
ど
に
譲
渡

応
す
る
た
め
の
事
業
を
実
施
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
今
後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く

も
の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
社
会

情
勢
の
変
化
や
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、
効

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
合
併
特

例
に
よ
る
普
通
交
付
税
の
加
算
額

が
平
成
27
年
度
か
ら
段
階
的
に
縮

減
さ
れ
、
歳
入
が
大
幅
に
減
少
す

る
一
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対

　
市
は
こ
の
ほ
ど
、
昨
年
９
月
に
策
定
し
た
「
公
共
施
設
見
直
し
方
針
」
に
基
づ
き
、

市
有
施
設
の
管
理
運
営
方
法
に
つ
い
て
、
今
後
の
見
直
し
の
方
向
性
な
ど
を
示
す
「
公

共
施
設
見
直
し
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

率
的
・
効
果
的
な
施
設
運
営
を
行

う
に
は
、
既
存
施
設
の
廃
止
や
統

合
、
移
譲
な
ど
を
視
野
に
入
れ
た
、

公
共
施
設
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

行
う
必
要
が
あ
り
、昨
年
９
月
、「
公

共
施
設
見
直
し
方
針
」
を
策
定
。

こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
こ
の
ほ
ど

『
公
共
施
設
見
直
し
計
画
』
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、「
市
が
引
き
続
き

設
置
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

必
要
が
あ
る
か
」、「
効
率
的
・
効

果
的
な
管
理
運
営
方
法
と
な
っ
て

い
る
か
」
と
い
っ
た
観
点
と
、
施
設

の
設
置
意
義
や
機
能
、
利
用
状
況
、

劣
化
、
管
理
形
態
、
受
益
者
負
担

の
適
正
化
と
い
っ
た
６
つ
の
視
点
か

ら
、個
々
の
施
設
に
つ
い
て
、「
廃
止
」

「
統
合
」「
移
譲
」「
用
途
変
更
」「
機

能
移
転
」「
管
理
形
態
の
見
直
し
」

「
現
状
維
持
」
に
区
分
し
、
平
成
31

年
度
ま
で
に
行
う
見
直
し
の
方
向

性
や
実
施
年
度
な
ど
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
計
画
に
示

し
た
実
施
年
度
を
目
標
に
、
各
施

設
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
施
設
と
し
て
存
続

す
る
施
設
の
使
用
料
や
減
免
規
定

な
ど
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

※
「
公
共
施
設
見
直
し
計
画
」
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
市
政
・
情
報
公

開
「
行
財
政
改
革
」
の
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

福祉
「
京
丹
後
市
障
害
者
団
体
連
絡
協
議
会
」
発
足

交
流
や
社
会
参
加
促
進
に
期
待

　
市
内
６
つ
の
障
害
者
団
体
が
４

月
24
日
、「
京
丹
後
市
障
害
者
団

体
連
絡
協
議
会
」
を
設
立
。
障
害

の
種
別
を
超
え
た
交
流
機
会
の
創

出
や
活
動
の
活
性
化
な
ど
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
ね
ら
い
。
ま
た
、
ひ

と
つ
に
ま
と
ま
る
こ
と
で
、
要
望

や
情
報
の
発
信
力
の
強
化
も
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
地
域
の
中
で
多
様
な
交
流

機
会
が
生
ま
れ
、
障
害
へ
の
理
解

を
深
め
な
が
ら
、共
に
支
え
合
い
、

助
け
合
う
「
共
生
社
会
」
の
推
進

の
一
助
と
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い

ま
す
。

行
財
政
改
革
推
進
課

☎
６
９
‐
０
０
５
０

施設分類 施設数
見直しの方向性

廃止 統合 移譲 用途
変更

機能
移転

管理形態
の見直し

現状
維持

１．レクリエーション・
		　　スポーツ施設 25 1 0 0 3 0 13 8

２．産業振興施設 119 9 0 57 0 0 3 50
３．集会施設 107 2 0 93 0 0 1 11
４．文教施設 24 1 3 5 0 2 3 10
５．医療・社会福祉施設 26 0 0 8 2 2 0 14
６．交通関連施設 31 1 0 0 1 0 0 29
７．その他施設 2 0 0 0 0 0 0 2

合計 334 14 3 163 6 4 20 124

施設分類ごとの見直しの方向性（施設数）

＜用語説明＞
「廃止」…　当該施設での行政サービスの提供を廃止するもの
「統合」…　公共施設間で類似の行政サービスを提供している施設を統合するもの
「移譲」…　当該施設を民間や地域などへ譲渡（有償または無償）するもの
「用途変更」…　当該施設の設置目的を他の目的に変更するもの
「機能移転」…　当該施設の機能を他の施設に移すもの
「管理形態の見直し」…　運営に係る事務の委託や指定管理者制度の導入など、　
　　　　　　　　　　　より効率的・ 効果的な管理運営方法に見直すもの

「現状維持」…　現状の管理形態で引き続き行政サービスを提供するもの

京丹後市役所で行われた障害者団体連
絡協議会設立総会の様子

　
総
会
で
は
、
規
約
の
制
定
の
ほ

か
、
活
動
状
況
や
抱
え
て
い
る
課

題
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
合
い
、

活
動
方
針
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

【
加
盟
団
体
】

①
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

②
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
連
絡
協

議
会
③
府
視
覚
障
害
者
協
会
京

丹
後
支
部
④
府
聴
覚
障
害
者
協

会
京
丹
後
支
部
⑤
北
丹
後
精
神

障
害
者
家
族
会
⑥
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

丹
後
の
自
閉
症
児
を
育
て
る
会

　

高
齢
者
大
学
は
、
旧
町
ご
と

に
計
６
つ
の
学
園
を
設
置
し
、
一

般
講
座
と
趣
味
講
座
の
二
本
柱

で
構
成
し
て
い
ま
す
。
４
月
25

日
、
久
美
浜
学
園
の
開
講
を
皮

切
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

各
学
園
の
開
講
式
で
は
、「
生

涯
現
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題

し
て
、
中
山
市
長
が
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　
一
般
講
座
で
は
、
歴
史
や
健
康

な
ど
の
講
演
と
研
修
旅
行
な
ど

を
各
学
園
で
年
６
回
実
施
し
ま

す
。
趣
味
講
座
で
は
、
料
理
や

絵
手
紙
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
29
種
類

の
講
座
を
受
講
※
で
き
、
市
内

全
域
の
講
座
を
学
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

同
大
学
は
、
高
齢
者
の
仲
間

や
生
き
が
い
、
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
ん
だ

知
識
や
技
術
を
地
域
に
生
か
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
人
や
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
狙
い
と

し
て
い
ま
す
。

高齢者大学「網野学園」で古
典文学を学ぶ受講生たち（上）
「峰山学園」で、講師の山本
先生から民踊を習う受講生た
ち（右）

　
生
涯
現
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
旧
町
単
位
で

取
り
組
み
の
異
な
っ
て
い
た
高
齢
者
大
学
を
今
年
度
か
ら
生
涯
学
習
と
し
て
統

一
化
を
図
り
、
新
た
に
「
京
丹
後
市
高
齢
者
大
学
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

教育

「
京
丹
後
市
高
齢
者
大
学
」
を
創
設

学
ん
だ
知
識
や
技
術
を
地
域
へ社

会
教
育
課

☎
６
９
‐
０
６
３
０

※
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
お
し
ら
せ
版（
５

月
24
日
発
行
）
に
募
集
記
事
を
掲
載
。

22013.06
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　市には、先人たちの残した多数の文化財があります。市教育委員
会では、これらの資料を「京丹後市史」としてまとめる市史編さん
事業を平成17年度から10年計画で進めています。その一環として、
資料編4冊を刊行しました。各冊とも市内の書店で購入できます。

文化財
美術・災害・戦時中の暮らしなどを紹介

京丹後市史資料編４冊発刊

◇『京丹後市の美術』（Ａ４版・２６１㌻、４３００円）は、重要文
化財・府、市の指定文化財に指定されている彫刻・絵画・工芸品な
ど１５９件の写真と解説を掲載しています。◇『京丹後市の災害』（Ａ
４版・２７７㌻、３４００円）は、市の自然環境を地形や地質など４
つに分類して解説。また、北丹後地震（昭和２年）や豪雪（同 38 年）
の大災害などを詳しく解説しています。◇『資料集　総動員体制と
村』（Ａ５版・４０２㌻、２５００円）は、昭和 12 年から 21 年にか
けて木津村役場（網野町木津）で作成および受け付けた文書３３０
件を掲載。軍事援護、防空演習、復員などに関する文書が紹介され、
戦時中の暮らしの様子が伺えます。◇『丹後国御

お

檀
だ ん

家
か

帳』（Ａ５版・
２０７㌻、１８００円）は、稲葉家（久美浜町土居）に伝わった「丹
後国御壇家帳」の写真・翻刻文と解説を掲載。丹後における伊勢信
仰の広まりや武士の勢力図など 16 世紀の丹後の様相を知ることがで
きます。

防災

市
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害
対
策
編
）
お
よ
び
市
原
子
力
災
害
住
民
避
難
計
画
を
策
定

迅
速
な
避
難
で
原
発
被
害
を
最
小
限
に

　
こ
の
計
画
は
、
災
害
対
策
基
本
法

お
よ
び
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措

置
法
に
準
じ
、
関
西
電
力
株
式
会
社

高
浜
発
電
所
お
よ
び
大お

お

飯い

発
電
所
の

原
子
炉
の
運
転
や
事
業
所
外
運
搬
に

よ
り
放
射
性
物
質
ま
た
は
放
射
線
が

異
常
な
水
準
で
事
業
所
外
（
運
搬
の

場
合
は
輸
送
容
器
外
）
へ
放
出
さ
れ

る
こ
と
に
よ
る
原
子
力
災
害
の
発
生

お
よ
び
拡
大
を
防
止
、
原
子
力
災
害

が
発
生
し
た
場
合
の
復
旧
策
に
つ
い

　
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
本
市
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
の

経
験
を
踏
ま
え
、
万
一
の
事
故
発
生
に
備
え
て
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
去
る
４
月
22
日
開
催
の
市
防
災
会
議
に
お
い
て
、
新
た
に
原
子
力
災
害
の
対
策
と

原
子
力
災
害
事
故
に
お
け
る
住
民
避
難
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

総
務
課

☎
６
９
‐
０
１
４
０

て
、
市
や
府
、
指
定
地
方
行
政
機
関

な
ど
の
防
災
関
係
機
関
が
と
る
べ
き

措
置
を
定
め
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
原
子
力
防
災
事
務
ま
た
は
業
務
の

遂
行
の
た
め
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
京
丹
後
市
地
域
防
災
計
画
（
原

子
力
災
害
対
策
編
）」
お
よ
び
「
京

丹
後
市
原
子
力
災
害
住
民
避
難
計

画
」
は
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

の
津
波
な
ど
に
よ
り
被
災
し
た
、
東

京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
お
け
る
事

態
、
対
応
と
原
子
力
規
制
委

員
会
が
示
し
た
「
防
災
対
策

を
重
点
的
に
充
実
す
べ
き
地

域
」
に
関
す
る
考
え
方
を
踏

ま
え
、
住
民
な
ど
の
被
ば
く

線
量
を
最
小
限
に
抑
え
、
住

民
な
ど
の
生
命
、
身
体
お
よ

び
財
産
を
原
子
力
災
害
か
ら

保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
高
浜
発
電
所
か

ら
30
～
60
㌔
の
範
囲
、
大
飯

発
電
所
か
ら
40
～
70
㌔
の
範

囲
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
「
防
災
対
策
を
重
点
的
に
充

実
す
べ
き
地
域
」で
あ
る
Ｐ
Ａ
Ｚ（
原

子
力
発
電
所
か
ら
半
径
５
㌔
の
範

囲
）
や
Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
原
子
力
発
電
所
か

ら
半
径
30
㌔
の
範
囲
）
に
係
ら
な
い

も
の
の
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
の
例
か
ら
は
Ｕ
Ｐ
Ｚ
と
同
等

の
対
策
を
定
め
る
計
画
が
必
要
と
考

え
、主
に
次
の
内
容
を
計
画
に
示
し
、

避
難
体
制
な
ど
の
整
備
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

【 

内 

容 

】

◇
避
難
対
策
や
プ
ル
ー
ム
通
過
時

の
被
ば
く
を
避
け
る
た
め
の
防
護
措

置
に
相
当
す
る
措
置
を
実
施
す
る
地

域
と
し
て
、
市
内
の
全
行
政
区
を
対

象
に
、
高
浜
発
電
所
お
よ
び
大
飯
発

電
所
か
ら
の
距
離
を
表
示
◇
状
況
に

応
じ
て
住
民
の
避
難
が
迅
速
に
行
え

る
よ
う
、
行
政
区
ご
と
に
緊
急
避
難

時
の
集
合
場
所
を
あ
ら
か
じ
め
検
討

す
る
こ
と
◇
万
一
の
た
め
に
情
報
収

集
・
連
絡
体
制
の
整
備
◇
緊
急
事
態

に
お
け
る
応
急
体
制
の
整
備
◇
避
難

収
容
活
動
体
制
の
整
備
と
し
て
「
原

子
力
災
害
住
民
避
難
計
画
」
の
作
成

◇
緊
急
輸
送
活
動
体
制
の
整
備
◇

住
民
な
ど
へ
の
的
確
な
情
報
伝
達
体

制
の
整
備

大飯（青色）・高浜（赤色）両発電所からの距離を計画
に表示

　
航
空
自
衛
隊
経
ヶ
岬
分
屯
基
地
へ
の
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
計
画
に
関
し
て
、
市
は

４
月
９
日
、
25
項
目
の
質
問
書
を
防
衛
省
へ
提
出
し
ま
し
た
。
同
月
24
日
に
同
省
か
ら
質
問

書
に
対
す
る
回
答
書
を
受
け
取
り
、
こ
の
回
答
に
つ
い
て
同
省
が
４
月
24
～
26
日
に
地
元
説

明
会
、
27
日
お
よ
び
５
月
９
、
10
日
に
住
民
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
月
９
日
、
航
空
自
衛
隊
経
ヶ

岬
分
屯
基
地
へ
の
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー

ダ
ー
配
備
計
画
に
関
し
て
、
電
波
自

体
の
健
康
へ
の
影
響
な
ど
25
項
目
に

つ
い
て
防
衛
省
近
畿
中
部
防
衛
局
へ

質
問
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
質

問
書
に
対
し
て
24
日
、
同
局

か
ら
回
答
書
を
受
け
取
り
ま

し
た
。
同
時
に
、
こ
の
回
答

書
の
内
容
を
詳
し
く
説
明
す

る
た
め
、
防
衛
省
に
よ
る
住

民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
４
月
24
日
に
尾
和
区（
丹

後
町
）、
25
日
に
袖
志
区
（
同

町
）、
26
日
に
谷
内
区
・
上
山

区
（
同
町
）
で
地
元
を
対
象

と
し
た
説
明
会
を
実
施
。
ま

た
27
日
に
宇
川
小
学
校
で
宇

川
地
域
を
対
象
と
し
た
説
明

会
、
５
月
９
日
に
丹
後
地
域

公
民
館
、
10
日
に
峰
山
小
学

校
で
全
市
域
を
対
象
と
し
た

住
民
説
明
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

説
明
会
で
は
防
衛
省
に
よ

る
回
答
書
に
つ
い
て
の
説
明
と
質
疑

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

中
で
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
疑
問

を
集
約
し
、
市
は
５
月
16
日
、
電
波

自
体
の
健
康
へ
の
影
響
な
ど
４
分
野

10
項
目
の
再
質
問
書
を
近
畿
中
部
防

防衛省による地元説明会の様子（4月24日、尾和会館・丹後町で）

防災

Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
に
関
す
る
質
問
に
つ
い
て
防
衛
省
が
回
答

防
衛
省
、
６
会
場
で
住
民
説
明
会
開
催

住
民
説
明
会
な
ど
で
の
質
問
に

対
す
る
防
衛
省
の
回
答
を
、
抜

す
い
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

レ
ー
ダ
ー
に
は
前
方
立
入
禁

止
措
置
や
熱
作
用
が
あ
る
と

い
う
反
面
、
自
動
車
の
速
度
測
定

と
同
じ
よ
う
な
周
波
数
帯
域
の
た

め
安
全
と
思
え
る
よ
う
な
表
現
も

あ
る
が
、
本
当
に
安
全
な
の
か
。
も

し
レ
ー
ダ
ー
の
照
射
を
受
け
た
時

に
ど
う
な
る
の
か
具
体
的
な
説
明

を
い
た
だ
き
た
い
。

―
速
度
違
反
で
使
わ
れ
る
電
波

等
と
比
較
し
な
が
ら
安
全
性
を
検

証
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
さ
ら

に
安
全
性
を
ご
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

騒
音
対
策
に
よ
っ
て
減
少
す

る
発
電
機
な
ど
の
音
に
つ

い
て
、
６
５
ｄ
ｂ
、
７
０
ｄ
ｂ
の
音

は
大
き
な
声
で
喋
っ
て
い
る
程
度
と

総
務
課

☎
６
９
‐
０
１
４
０

説
明
さ
れ
た
。
常
識
的
に
そ
の
声

が
１
０
０
㍍
先
で
聞
こ
え
る
わ
け

が
な
い
と
思
う
が
、
本
当
に
騒
音
は

聞
こ
え
な
い
か
。ま
た
、騒
音
に
よ
っ

て
夜
眠
れ
な
い
場
合
な
ど
は
し
っ
か

り
対
応
し
て
く
れ
る
の
か
。

―
音
は
完
全
に
消
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
防
音
対
策
に
は

発
生
源
対
策
、
運
用
方
法
、
住
宅

サ
ッ
シ
の
設
置
が
あ
り
ま
す
。
私
達

は
今
発
生
源
対
策
を
行
お
う
と
し

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
国
の

基
準
の
中
で
し
っ
か
り
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

尾
和
用
水
は
い
つ
も
不
足
し

て
い
る
が
、
１
日
に
５
０
㌧

の
水
を
宇
川
か
ら
取
る
と
な
る
と
、

特
に
渇
水
期
に
は
本
当
に
不
足
し

て
し
ま
う
。
ま
た
自
衛
隊
基
地
の

排
水
場
所
の
辺
り
は
サ
ザ
エ
が
い

な
い
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
排
水
に

つ
い
て
も
心
配
。

―
宇
川
の
現
状
を
全
て
踏
ま
え
、

自
衛
隊
の
こ
と
も
あ
わ
せ
て
今
後

ど
う
い
う
配
分
対
応
を
し
て
い
け

ば
よ
い
の
か
、
市
や
地
元
の
皆
さ
ん

の
力
も
お
借
り
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

危
険
が
生
じ
た
場
合
、
一
刻

も
早
く
移
動
し
た
い
が
、
こ

こ
か
ら
だ
と
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
が

非
常
に
多
く
な
か
な
か
走
れ
な
い
。

丹
後
縦
貫
林
道
に
接
続
さ
せ
る
な

ど
、
も
っ
と
大
き
な
道
路
で
直
線
に

近
い
形
で
、
地
元
・
市
・
国
交
省
・

防
衛
省
が
一
緒
に
な
っ
て
間
人
ま
で

５
分
で
行
け
る
よ
う
な
道
を
実
現

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
命
に
関
わ

る
こ
と
な
の
で
。

―
同
じ
政
府
機
関
で
あ
る
国
交

省
、
市
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
防

衛
省
と
し
て
一
番
の
支
援
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
に
米
軍
基
地
を
抱
え
る

と
い
う
の
は
、
安
心
安
全
に

暮
ら
せ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。
丹
後

に
米
国
の
法
律
に
基
づ
く
土
地
が

出
来
る
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
度
改

め
て
丹
後
に
米
軍
基
地
を
作
る
こ

と
に
つ
い
て
よ
く
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

―
よ
り
安
全
を
期
す
た
め
に

色
々
な
と
こ
ろ
で
ご
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
施

策
と
し
て
、
米
軍
教
育
を
徹
底
し
、

地
元
の
自
治
会
も
含
め
た
関
係
機

関
に
よ
る
連
絡
会
を
設
け
、
そ
し

て
住
民
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

な
お
か
つ
地
元
警
察
に
も
お
願
い

し
、
雪
道
な
ど
で
の
自
動
車
運
転
講

習
の
実
施
や
、
防
衛
省
自
ら
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
な
ど
、
丁
寧
に

個
々
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

衛
局
へ
提
出
し
ま
し
た
（
内
容
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
）

文化財保護課　☎６９‐０６4０



　
昨
年
12
月
、
ギ
ネ
ス
記
録
の
認
定
に
よ

る
「
長
寿
世
界
一
」
お
よ
び
「
男
性
史
上

最
長
寿
」
と
な
ら
れ
た
木
村
次
郎
右
衞
門

さ
ん
へ
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
２
月
末
で
国
内
外
か
ら

１
５
６
通
（
市
内
27
通
、市
外
１
２
９
通
）

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
１
１
６
歳
の
誕
生
日
に
は
、

安
倍
総
理
か
ら
も
長
寿
を
お
祝
い
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
映
像
が
届
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
か
ら
預
か
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
先
月
19

日
、
木
村
さ
ん
の
誕
生
日
に
自
宅
を
訪
問

し
、
長
寿
の
お
祝
い
品
と
と
も
に
直
接
届

け
ま
し
た
。
訪
問
の
様
子
は
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
多
数
取

り
上
げ
ら
れ
、
元
気
が
湧
い
て
き
た
方
も

多
い
の
で
は
。
ま
さ
に
郷
土
の
誇
り
、
長

寿
の
象
徴
で
あ
る
木
村
さ
ん
。

　

先
月
号
で
、
お
誕
生
日
を
お
迎
え
に

な
っ
た
こ
と
を
速
報
と
し
て
お
伝
え
し
ま

し
た
が
、
今
月
号
で
は
、
特
集
と
し
て
、

木
村
さ
ん
の
〝
笑
顔
〟
と
と
も
に
紹
介
し

ま
す
。

特 集

国
内
外
か
ら
１
５
６
通
の
祝
福
メ
ッ
セ
ー
ジ

長
寿
世
界
一　

木
村
次
郎
右
衞
門
さ
ん
へ

　木村さんの“笑顔”“元気な姿”に勇
気づけられた方も多く、たくさんの「あ
りがとう」の声が寄せられました。そこ
で、過去に取材したワンシーンをピッ
クアップしてお届けします！！

1

3 42

　
木
村
次
郎
右
衞
門
さ
ん
、
１
１
６
歳
の
お
誕
生
日
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ギ
ネ
ス
世
界
記

録
へ
の
認
定
、
心
よ
り
、
祝
福
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
史
上
最
長
寿
の
男
性
」
と
「
長
寿
世
界
一
」
の
二
冠
。

い
ず
れ
も
「
ス
ゴ
イ
」
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
58
歳
で
す
。
木
村
さ
ん
の
ち
ょ
う
ど
半
分
で
、

ま
だ
ま
だ
若
造
で
す
。
木
村
さ
ん
た
ち
の
ご
努
力
に
よ
っ

て
、
日
本
は
、
幾
多
の
激
動
を
乗
り
越
え
、
今こ

ん

日に
ち

の
繁
栄
が
築
か
れ
ま
し
た
。

木
村
さ
ん
の
お
元
気
な
姿
は
、
日
本
の
自
信
と
誇
り
、
そ
の
も
の
で
す
。

　
木
村
さ
ん
は
、国
会
中
継
を
テ
レ
ビ
で
見
る
の
が
好
き
だ
、と
伺
い
ま
し
た
。

木
村
さ
ん
が
見
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
と
思
う
と
、
毎
日
の
よ
う
に
国
会
答

弁
に
駆
り
出
さ
れ
る
私
も
、
背
筋
が
伸
び
る
よ
う
な
思
い
で
、
頑
張
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
木
村
さ
ん
の
矍か

く

鑠し
ゃ
くと

し
た
姿
に
、
私
だ
け
で
な
く
、
日
本
全

体
が
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
い
や
、
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
な
ん
で
す
か
ら
、

世
界
全
体
で
す
ね
。

木
村
さ
ん
。
ど
う
か
、
こ
れ
か
も
、
お
元
気
で
、
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

安倍総理から届いたメッセージ

長寿世界一　木村次郎右衞門さんへ
国内外から１５６通の祝福メッセージ

特
集

　 今年４月１９日、木村さんの誕生日に中山市長が木村さん宅を訪問。
中山市長の「おめでとうございます」の呼びかけに笑顔を見せる木村さん
　 昨年の誕生日にお祝いに駆け付けた玄孫（やしゃご）の小田彰一ちゃん
を抱っこしてほほ笑む木村さん  　昨年９月、敬老の日に合わせて、中山
市長が木村さん宅を訪問。宇川小児童の長寿を祝うメッセージを綴った
寄せ書きを披露した　　昨年 10 月、英国・ギネスワールドレコーズ社の
クレイグ・グレンディ編集長（右）から2 度目となる男性長寿世界一の認
定証を受け取り笑顔を見せる木村さん

1

2
3

4

▶
府
か
ら
の
長
寿
祝
い
品

　
昨
年
、
誕
生
日
の
お
祝
い
に
駆
け
付
け
た
玄
孫
（
や

し
ゃ
ご
）
の
小
田
彰
一
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
て
い
る
様

子
を
西
陣
織
で
再
現
し
た
も
の
で
す
。
額
縁
入
り
）

木村さんは長寿国家日本の象徴であり誇りであると思います。
木村さんの明るさでこちらの気持ちも明るくなります。こちらこ

そサンキューベリーマッチです。
水・空気・食べ物・そして人、京丹後の素晴らしい環境が生命

の源となっていることと確信いたします。木村様の「サンキュー
ベリーマッチ」を聞きますと、自然と笑顔になります。
「木村さん賀寿を重ねて世界一　日本の誇り世界の宝」
「一生は、たった一日の延長なり」この言葉をいただいて、あや

かりたいとおもいます。
木村様の長寿を祝し、丹後に生を受けたことにも誇りを持ち、

両親への感謝の気持ちも忘れず、これからも郷土を愛し、限りあ
る生命を大切に、大事にして生きて行きたいと思っております。

とってもお歳には見えないあの笑顔に、少しでもあやかりたく、
何事にも感謝を忘れずに楽しく一日一日を過ごしていきたいと切
に願っております。

また、世界中に笑顔を見せてください。
To Mr kimura．Congratulations are sent you from 

Enfield in England  for your 116th  birthday wow!  I hope 
you will have a fantastic day with all your family．you 
are FAMOUS（木村さんへ　英国のエンフィールドから貴方の
116 歳のお誕生日にご
祝福を申し上げます。
ご家族とはすばらしい
日をお過ごしください。
貴方は有名ですよ）

「日本の誇り」「勇気をありがとう」など
温かいメッセージが寄せられました（一部抜粋）

種類 集計
手紙 41
ファクシミリ 1
はがき 72
Ｅメール 28
facebook 14

計 156

メッセージ集計結果

ま
す
ま
す
お
元
気
で

▼市からの長寿祝い品
　徐福（写真右）が、秦の始皇帝の時代に、東方へ不老
不死の薬を求めるための命を受け、丹後の新井崎（伊根町）
に漂着したという伝説に基づいて作成された丹後ちりめん
製タペストリー。
　タペストリーには、「ますますお健やかに　ますますのご長
寿を市民こぞって祈念しています。」とメッセージが綴られてい
ます

▲ギネス社から、4月19日付けで交付された認定証（左
から史上最長寿の男性、存命中の最長寿（男女共通）、存
命中の最長寿（男性））
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
狙
い

市
内
で
広
が
る
交
流
活
動

Vol .1

2013.069

　農道や山林、道路脇など、人目に付かない場所へのごみの不法投棄が後を絶ち
ません。不法投棄は景観を損ねるだけでなく、水質や土壌の汚染など環境へも悪
影響を与えます。野山にごみを捨てる行為は、自分の責任を他人に押し付ける「卑
劣で身勝手な行為」です。
　大切な郷土の資源を次の世代につないでいくためにも「不法投棄」は絶対にや
めましょう！！

パレスチナ問題とは？

弥栄町等楽寺の山中（昨年5月）

　建築廃材、足場板、バッテリー、植木鉢など、軽トラッ
ク１台分が投棄されています。
　美しい森は、先人から次世代への共有の財産です。
自分のことだけしか考えない、目の前のこと以外には想
像力が働かない、それが不法投棄です。

不法投棄をさせない環境づくりを！

網野町島津の離湖付近（昨年8月）

　 タ イ ヤ が 36 本。
買って、使って、い
らなくなったら、人
目につかない場所へ
捨てる。何とも身勝
手で恥じるべき行為
です。
　 平 成 24 年 度 は、
不法投棄されたタイ
ヤ 385 本の処分費
用に、約 18 万円の
公費が使
われまし
た。

￥10,000
－

￥
10,000－￥

10,000－

税金

　
　

ごみは20㌔当たり　　　の手数料で
ごみ処理施設へ持ち込みできます

100円

　過去に、わずか数百円のごみ処理
手数料を惜しんで、数十万円の罰金
を支払った人もいます。

市内各所で後を絶たない不法投棄

レバノン

ガイド

　
今
年
８
月
、
国
際
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
「
中
東
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ｉ

ｎ
京
丹
後
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
催
に
当
た
り
、
事
業
の
目
的
や
中

東
紛
争
の
歴
史
的
背
景
、
中
東
国
際
交
流
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
３
回
に
分
け
て
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

「
中
東
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　

    

ｉ
ｎ
京
丹
後
」
開
催
に
向
け
て

企
画
政
策
課
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　今年の 4 月 1 日、
水路の中に、大量の
発泡スチロールが捨
てられ、地区の皆さ
んによって回収され
ました。
 発泡スチロールは
分解されずに、川か
ら田んぼにも入り、
最後は海へ流れてい
きます。
 破片を生き物が体
内に取り込めば、生
態系への悪影響も考
えられます。

峰山町二箇の水路（今年4月）

　「自分達の地域には、不法投棄をさせない！」「地域
の目が監視しているぞ！」という雰囲気をつくること
が重要です。以下の対策を講じましょう！

・可能な場所には、侵入防止のロープを張る。
・草刈り、花植えなどの環境整備を進める。
・怪しい車を見たら、ナンバーを控える。
・捨てる行為を発見したら、すぐ警察へ通報
  する。

不法投棄は“犯罪”です
－ 懲役 5 年以下または罰金 1 千万円以下 －

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
紛
争
で
大
切

な
家
族
を
亡
く
さ
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ

レ
ス
チ
ナ
の
双
方
の
子
ど
も
た
ち
を
本
市

に
招
待
し
、
同
世
代
の
日
本
の
子
ど
も
た

　

市
内
で
は
、
諸
外
国
の
人
々
と
の
親
善

活
動
を
通
じ
て
、
広
い
視
野
と
豊
か
な
国

際
感
覚
を
備
え
た
人
材
の
育
成
や
、
人
や

も
の
が
活
発
に
交
流
し
活
力
に
あ
ふ
れ
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
国
際

交
流
協
会
（
藤
村
益
弘
会
長
）
が
中
心
と

な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
交
流
事
業
が
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

「中東和平プロジェクト in 綾部」（平成22年度開催）で書道を通じて交流
するイスラエルとパレスチナの子どもたち

　今から 3000 年程前にユダヤ人はパレ
スチナ（イスラエル）に王政をしきまし
た。そして、ダビデ王、ソロモン王の約
80 年間に最盛期を迎えます。
　その後、北のイスラエル王国と南のユ
ダ王国の２つに分かれます。イスラエル
王国はアッシリアに滅ぼされ、ユダ王国
はしばらく続きますが、やがてバビロニ
アに滅ぼされユダヤ人は奴隷として連れ
て行かれます。周辺諸国による征服、そ
れに対する反乱を繰り返し、一時王政
を復活させますが、紀元 70 年ローマに
よりエルサレムの第 2 神殿が破壊され、
ユダヤ人の離散が始まります。
　以後、1948 年までの約 1900 年間、
ユダヤ人は自分たちの国をもつことはあ
りませんでした。ユダヤ人が世界に散っ
ていた 1900 年の間、パレスチナ（現在
のイスラエルが存在している土地）には
当然ユダヤ人以外の人が住んできまし
た。もちろんユダヤ人の中にも離散せず、
そのままパレスチナに住み続けた人も少
数存在しましたが、人口割合としては小
さいものでした。

　19 世紀以降、ヨーロッパにおいてマ
イノリティー（少数民族）として迫害さ
れてきたユダヤ人が新天地を求めてオス
マントルコ領内のパレスチナに入植し始
めました。入植したユダヤ人は 1948 年
にイスラエルの建国を勝ち取りますが、
このために多くのパレスチナ人が難民化
してパレスチナ問題が発生しました。
　一言で言えば、パレスチナ紛争とは、

四国よりやや広い、パレスチナという現
在イスラエルが存在している土地をめぐ
る領土問題です。1900 年のあと、かつ
て自分たちの先祖が暮らしていたと思わ
れる土地に移り住んできたユダヤ人と以
前から暮らしていたパレスチナ人との土
地争いということです。

（出典：「誰にでもわかるパレスチナ問題」）

ち
や
市
民
と
触
れ
合
う
こ
と
で
相
互
理
解

を
深
め
、
平
和
の
大
切
さ
を
共
に
認
識
・

共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
中
の
皆
で

幸
福
を
豊
か
に
育
ん
で
い
く
地
域
づ
く
り
・

国
づ
く
り
と
、
国
と
国
の
絆
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

中
東
の
子
ど
も
た
ち
を
招
く
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
、
平
成
15
年
に
初
め
て
綾
部

市
で
実
施
さ
れ
、
そ
の
後
も
世
界
連
邦
宣

言
自
治
体
全
国
協
議
会
の
支
援
の
も
と
、

岡
山
市
、
徳
島
市
、
亀
岡
市
な
ど
で
も
取

り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
京
都
府
内
の
大
学
に
通
う

留
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
事
業

や
国
際
理
解
啓
発
の
た
め
の
教
室
、
ま
た

在
住
外
国
人
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
整
備

の
た
め
の
日
本
語
教
室
の
開
催
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
友
好
都
市
提
携
の
協
定
を
結
ん

で
い
る
中
国
安あ

ん

徽き

省し
ょ
う

亳は
く

州し
ゅ
う

市
と
は
相
互
の

交
流
を
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
亳
州
市
か

ら
学
生
訪
問
団
が
訪
れ
、
市
内
中
学
生
と

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。市

民
課
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９
‐
０
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エジプト
ヨルダン

アフリカ大陸
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　丹後の美しい自然、風景、伝統
文化などが、農業と農村に果たす
役割を再認識し、この環境を次世
代へ引き継いでいくために、府土
地改良事業団体連合会丹後支部

（弥栄町吉沢）が写真コンクール
を実施しました。
　全応募作品 48 点の中から入選
した作品を撮影者のコメントとと
もに紹介します。
　 …撮影者　　…撮影場所

【お知らせ】
　丹後の農ある風景として、６月
12 日～ 22 日に「ゼスト御池」（京
都市中京区）にて、第１回～ 12
回までのコンクール入賞作品約
40 点が展示されます。

『里芋を掘る老婦』
銅賞

撮
場
荻
おぎ
野
の
　博

ひろし

さん（峰山町荒山）

峰山町荒山
嫁いだ娘や孫を思い
　「宅急便で送ってやろう」…

『白い恋人たち』
銀賞

撮
場

飯
いい

室
むろ

　正
しょう

吾
ご

さん（久美浜町佐野）

久美浜町市場
昨年から久美浜で愛を育んだコウノトリ。
このペアから３羽のヒナが誕生し、巣立っ
てゆきました。

『水と仲よし』
金賞

水とのふれあいがいい。

「京丹後市の農業・農村」を基本テーマに、農業の営みや
農業者の姿、くらし、祭りの風景を収めた写真（作品）を
募集します。ただし、京丹後市内で平成 25 年１月以降に
撮影したものに限ります。

◆応募期間：６月 10 日（月）～ 12 月 26 日（木）
◆応募に関するお問い合わせ
　京都府土地改良事業団体連合会丹後支部事務局
　（☎ 0772-65-0012）

撮
場

小
こ

北
きた

　健
けんいち

一さん（峰山町石丸）

弥栄町黒部

撮 場

丹
後
「
農
業
・
農
村
」
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

第 12 回

特別賞
『今日も一日お疲れさま』

本
ほんごう

合 達
た つ お

雄さん（舞鶴市南田辺）撮

『素晴らしき農業体験』
小
お ぐ ら

倉 正
ま さ き

紀さん（宮津市字上
じょう

司
し

）撮

『手間を惜しまず』
金
かねひさ

久 昌
まさかず

和さん（弥栄町溝谷）撮

入  選

谷
たに

口
ぐち

 巌
いわお

さん（久美浜町永
なが

留
どめ

）

『漬け物』
撮

前
まえ

平
ひら

 照
てる

雄
お

さん（豊岡市下
しも

陰
かげ

）

『棚田の夕景』
撮

藤
ふじ

村
むら

 真
しん

一
いち

さん（峰山町丹波）

『私もお手伝い』
撮

坪
つぼ

倉
くら

 義
よし

英
ひで

さん（弥栄町鳥取）

『海の見える棚田』
撮

家
いえ

城
き

 安
あ

久
ぐ

己
み

さん（久美浜町箱
はこ

石
いし

）

『子供のまつり』
撮

丹後町筆
ふで

石
し

久美浜町市
いち

野
の

々
の

丹後町袖
そで

志
し

丹後町袖
そで

志
し

丹後町袖
そで

志
し海の見える棚田棚田の夕景

私もお手伝い久美浜町永
なが

留
どめ漬け物

子供のまつり

今日も一日お疲れさま

第 13 回 丹後「農業・農村」写真コンクール作品募集

                特別賞
『今日も一日お疲れさま』陽も
大分傾き、千枚田の畦道を家
路に向かう女性、補植の仕事
も大変ですね。お疲れ様…

『素晴らしき農業体験』秋空の
似合う元気な娘さんたちでした。

『手間を惜しまず』そばを手刈
りして天日干しする昔ながらの
手法。手間を惜しまない姿に感
動しました。

                入　選
『漬け物』おいしく漬かります
様に願っています。

『私もお手伝い』小さな手でお
父さんと一緒に田植えのお手
伝い。

『棚田の夕景』海の漁火と棚田
の夕景がすばらしいです。

『子供のまつり』
「こどもの日」元気な子供達が
菖
し ょ う ぶ

蒲をほり上げて豊作を祈る
伝統行事。

『海の見える棚田』ここは袖志
の棚田。学生たちは海を見下ろ
しながら黙々と田植えを進めた。

丹後町袖
そで

志
し 【撮影者のコメント】

弥栄町須川

素晴らしき農業体験

手間を惜しまず
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　丹後町の観光スポット「立
たていわ

岩」周辺
で 4月 28 日、地元区民らによる清掃
活動が行われました。
　春の行楽シーズンを迎え、京丹後を
訪れた方に気持ち良く観光を楽しんで
もらおうと立岩周辺清掃実行委員会
（間

た い ざ

人区・竹
た か の

野区連合区・豊
とよさか

栄連合区
などで構成）が企画し、平成 22 年度
から実施。今年で４年目を迎え、今回
が 5回目となります。
　この日、約 120 人が参加し、ペッ
トボトルやビン、葦

あし

、流木など約８㌧
のごみを 1時間半かけて回収しまし
た。毎回清掃活動に参加している住民
からは「ポイ捨てはやめて、必ずごみ
は持って帰って」「竹野川上流からの
ごみがたくさん流れてくるので、流域
の人も清掃活動に参加して」などと協
力を呼び掛けていました。
　同会では、海水浴シーズン直前（６
月 30 日）にも清掃活動を予定してい
ます。

　 橘
たちばな

小学校（網野町）5年生16人が 5月15日、学校
近くの水田で田植え体験を行いました。地元の産業を知っ
たり、食べ物を大切にする心を育んだりすることを目的に、
同校で毎年取り組んでいるものです。
　児童たちの大多数が、生まれて初めての田植えとあっ
て、校区内の兼業農家、今井定

さだ

示
し

さんから苗を手で植え
る「手植え」のいろはを事前学習。児童たちは、恐る恐
る田に入り、足を取られながら約100平方㍍の水田に苗
を植え付けました。
　田植えを終え、西川寧

し ず ね

音さんは「大きな穂をつけて、
おいしく育ってほしいです。稲刈りが楽しみです」と話し
ていました。

　府立峰山高校の生徒がこのほど、東日
本大震災の復興支援として「陸前高田市
図書館ゆめプロジェクト」（※）に参加し、
陸前高田市（岩手県）に向け書籍など
3579冊を送りました。生徒たちは、これ
までにもステンドグラスや手作りの髪飾
りを被災地にプレゼントしたり、現地で
ボランティア活動に従事したりして支援
を続けてきました。
　今回の取り組みは、生徒会執行部のボ
ランティア委員が中心となり、本年 2月
から生徒や保護者、地域住民たちに書籍
の寄贈を呼びかけたものです。
　執行部ボランティア局長の田中大貴君
（３年）は、「少しでも何か支援できない
かと思っていたので、プロジェクトに参
加できてよかった。図書館が建つまで道
のりは長いけど、最後まで協力していき
たい」と話していました。
　同校では、今後も被災地の復興支援に向
けて同活動を続けていくこととしています。

　久美浜町永
なが

留
どめ

で営巣しているコウノトリの「八べえ」（オ
ス）と「コウちゃん」（メス）のカップルが、このほど、
５羽のヒナを孵

かえ

しました。同カップルは放鳥2世同士の
ペアで、昨年は 3羽のヒナを孵し、無事、巣立ちさせて
います。
　コウノトリは、1日に約 500㌘のエサを必要とするほど
の大食漢のため、親鳥は子どもたちのエサ探しに奔

ほん

走。
育ちざかりのヒナたちは、カエルや小魚などを与えてもら
い、すくすくと成長しています。5羽のヒナたちは、順調
にいくと6月下旬から7月にかけて巣立ちを迎えます。

　大宮町三重地区で５月４日、100 年以上も
前から同地区に伝わる奇習「のぼり立て」が行
われました。
　この風習は、新婚夫婦の子宝を願って行わ
れるもので、今年は糸井潤

じゅん

さん、慶
けい

子
こ

さん夫
妻と糸井勇

ゆう

喜
き

さん、幸
ゆき

美
み

さん
夫妻の２組の家の前にのぼりが
立ちました。のぼり立ては夜間
に行うのが習わし。約10㍍のぼりに地元住民
らがバケツやほうき、自転車など身近な日用品
を持ち寄りくくりつけました。翌朝、新婚夫婦
は地元住民らと共にのぼりを下ろし、くくられ
た品物を持ち主に返却しながら地域にあいさ
つをして回り、親交を深めていました。

　弥栄町野間で４月28日、丹後半島中央
部を流れる野間川源流を探訪するツアー
（野間連合区主催）が開催され、市内外か
ら26人が参加しました。
　ツアーは、野間地区公民館が昨年12月、
野間川をテーマに今年のカレンダーを作
成したところ、その景観を直接見てみた
いとの声が多く寄せられたため企画され
たものです。
　出発式で藤原利昭野間連合区長は「き
れいな川、自然を直接確かめてもらい、
自然を守っていく力にしていただきたい。
そして、わずか50年前までこの地域にも
人が暮らしていたという事実を体感して
ください」とあいさつ。参加者は源流近
くのポイントを目指して約10㌔登り、清
流に生息するアユやアマゴなどを観察し
たり、山肌を流れる滝の景観を楽しんだ
りしながら、野間の大自然を堪能。また、
随所に集落や水田跡が残っており、地元
のインストラクターから廃村の経過など
について説明を受けていました。
　京都市内から参加した大学院生の佐々
木俊

とし

文
ふ み

さんは、「困難な道のりだったけど、
上流へ向かうにつれて、川の様子が変わっ
ていくのが面白かった。今度は個人的に
写真を撮りに来ます」と話していました。

▶
30
セ
ン
チ
ほ
ど
の
間
隔
を
開
け
て
、
丁
寧

に
苗
を
植
え
る
橘
小
の
児
童
た
ち

▶
父
親
の
「
八
べ
え
」
か
ら
エ
サ
を
受
け
取
る
５
羽
の
ヒ
ナ
た

ち
（
５
月
13
日 

午
前
９
時
46
分
撮
影
）

▲足元に気を付けて、源流を目指す参加者たち

▶
陸
前
高
田
市
に
向
け
て
送
る
書
籍
を

梱
包
（
こ
ん
ぽ
う
）
す
る
生
徒
た
ち

▶
立
岩
（
写
真
左
上
）
周
辺
の
清
掃
を
行
う
実
行

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

（※）陸前高田市が主催し、津波で流された同市
の図書館を再建するプロジェクト。全国各地から不
要になった古本などを集めて現金に換え、その金
額を寄付として受け取り、再建費用に充てるもの。

▲のぼりを見上げる糸井
勇喜さんと幸美さん

▲バケツやほうきなどの日用品をつるしたのぼりを立てる

子
宝
願
い「
の
ぼ
り
立
て
」

コウノトリのヒナ５羽がすくすく
「八べえ」と「コウちゃん」が懸命に子育て

「大きな穂をつけて、おいしく育って」
橘小児童が田植え体験

網 野 町

観
光
客
を
き
れ
い
な
浜
で
お
出
迎
え

丹 後 町
4月28日

4月～5月
久美浜町

今
年
は
２
組
の
新
婚
家
庭
に

地
元
区
民
ら
立
岩
周
辺
の
ご
み
８
ｔ
を
回
収

野
間
川
源
流
探
訪
ツ
ア
ー
開
催

「
丹
後
の
秘
境
」
野
間
の
自
然
を
堪
能

４月28日
弥 栄 町

峰
山
高
生
が
復
興
支
援
で
書
籍
を
送
付

「
陸
前
高
田
市
図
書
館
ゆ
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加

2月～4月
峰 山 町

5月15日

大 宮 町
5月４日

122013.06
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地域医療の現場から
The Healthy Life

市立久美浜病院
診療部長
歯科口腔外科部長

堀
ほり

  信
しん

介
すけ

文お口の健康は元気の秘訣
　定期的に受診して口の中をチェックしましょう

　皆さんは、「京都府歯と口の健康づくり推進条例」
をご存知ですか。この条例は、歯と口の健康づくり
を推進することで、府民の皆さんの健康を保持、増
進することを目的に、昨年 12 月に施行されたもの
です。
　歯と口の健康を保つことは、しっかり噛むことが
できる基本であり、健康で豊かな生活を送る上で必
要不可欠です。「噛

か

む」ことは、子どもの健やかな成
長を促すことや、脳の発達や認知症予防に寄与する
だけでなく、肥満を防ぐ効果もあります。噛み合わ
せが悪くなると、顎

あご

が痛くなり（顎
がく

関節症）、頭痛や
肩こり、めまいなどが起こることもあります。

　成人の歯の喪失原因第 1位は歯周病で、30歳以上
の約 8割の方が罹

り

患
かん

しているといわれています。歯
周病の初期は無症状で、進行すると歯がぐらつき、
抜歯に至るケースも多いです。
　歯周病の原因となっているのは「口腔細菌」で、
妊産婦の低体重児出産リスクを高めたり、糖尿病を
悪化させたり、また高齢者の誤

ご

嚥
えん

性
せい

肺炎の原因になっ
たりもします。
　さらには、日々体内の血管を慢性的に攻撃し、脳
出血や心疾患を起こしやすくすることが分かってき
ました。
　これらを予防するためには、日頃から正しい歯磨

きを習得して、口の中を清潔に保つことが大切です。
定期的に、かかりつけの歯科医で歯周病のチェック
を受けることをおすすめします。
　

　近年では、病院で心臓や癌などの手術を受ける前
に、虫歯や親知らずなどの口の中の病気がないかを
検診し、治療を終えてから手術を受けるシステムが
全国的に普及しています。このシステムは、手術後
に体力や免疫力が低下する患者が多いため、術前に
むし歯や歯周病などの感染源を取り除き、肺炎など
の合併症が起こるリスクを低下させるものです。
　このように、手術前後（周術期）の口腔機能管理
を行い、口の中を清潔に保つことで、早期に経口摂
取（口からごはんを食べる）が可能となり、栄養状
態が改善します。この結果、創部の治癒が促進され
て入院期間の短縮につながると言われています。　

　６月４日はむし歯予防の日。また、６月４日から
10日までは「歯と口の健康週間」です。
　これを機に、むし歯の治療を始めたり、かかりつ
けの医院で上手な歯みがきの仕方を訪ねたりしては
いかがですか。
　皆さん一人一人が口腔と身体の健
康の重要性を改めて考え、自ら歯と
口の健康づくりに取り組むことが大
切です。

　むし歯の原因は「細菌（ミュータンス菌）」「歯の質」「糖質」
の３つ（左図）。この３つの要素が重なると、時間の経過と
ともにむし歯が発生します。そこで、これらの要素が重なら
ないよう、次の方法で予防しましょう。
　①歯磨きによって細菌を減らす。
　②むし歯菌の養分になる糖分を減らす。
　③フッ素を上手に活用して歯の質を強くする。
　④歯が酸にさらされる時間を減らす。

　京丹後市には20を超える山があります。それぞれの山は、
「まちのシンボル」として、四季の彩りを見せてくれます。新緑
の季節、山の空気を吸ったり、絶景を見たりして山登りを楽し
んでみませんか。今回は、数ある山の中から各町１つずつご紹

介。初夏の陽気に、山登りにでかけましょう。
≪山によっては、急こう配などの難所があります。事前にコース
を確認し、無理せず登りましょう。また、クマ、イノシシ、ハチな
どにも十分注意してください≫　（問・観光振興課 69-0450）

峰 山 町 丹 後 町

※歩行時間や道のり、登山口の場所は、おおよその目安です

依 遅 ヶ 尾 山
（540ｍ）

歩行時間・往復 120 分
道  の  り・往復 2.9㌔
登 山 口・成願寺清水交差点から
　　　　　 矢畑方面に約４㌔先

磯 砂 山
（661ｍ）

歩行時間・往復 90 分
道  の  り・往復 2.3㌔
登 山 口・乙女神社から山側へ約
　　　　　４㌔ 「羽衣茶屋」付近

金 剛 童 子 山
（613ｍ）

歩行時間・往復 120 分
道  の  り・往復４.8㌔
登  山  口・弥栄町味土野、細川ガラ
　　　　　  シャ夫人の碑付近

高 山
（702ｍ）

歩行時間・往復 120 分
道  の  り・往復 2.8㌔
登 山 口・ 大宮町五十河、ブナ
　　　　　ハウス内山

高 竜 寺 ヶ 岳
（696ｍ）

歩行時間・往復 140 分
道  の  り・往復４.4㌔
登  山  口・たんたんトンネル出口
　　　　　（尉ヶ畑側）付近

高 天 山
（285ｍ）

歩行時間・往復 140 分
道  の  り・往復 8㌔
登  山  口・網野町下岡、消防車庫付近

今
月
の
表
紙
・
入
江
和
子
さ
ん

弥 栄 町大 宮 町

網 野 町 久美浜町

健康な生活に「噛む」ことは不可欠

　今回は、歯と口の健康づくりと身体の健
康との関係について、久美浜病院の堀医師
に聞きます。

手術前の歯科治療で早期に退院

歯の喪失原因１位は「歯周病」

地元の山に登って、新緑と絶景を楽しもう

むし歯の原因と予防法

６月４日は「むし歯予防の日」

山登りで新緑を体感
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
充
実
に
つ

い
て

▼
市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
市
役
所
の
各

部
長
が
登
場
し
て
、
行
政
の
現
状
や
当

面
の
課
題
な
ど
を
話
す
番
組
を
企
画
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
議
員
や
学
校
長
、
公
民
館
長

な
ど
も
登
場
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

ら
し
い
番
組
づ
く
り
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
市
民
に
と
っ
て
役
立
つ
番
組
が

一
番
で
す
。
経
費
を
か
け
ず
に
、
市
民

の
声
に
耳
を
傾
け
て
、
少
し
ず
つ
充
実

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
【
網
野
町
・
60
代
・
男
性
】

『
市
民
・
視
聴
者
の
皆
さ
ん
に
役

立
つ
情
報
提
供
を
進
め
て
い
き
ま

す
。』

▼
市
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
、

市
の
イ
ベ
ン
ト
、
講
演
会
、
学
校
行
事

な
ど
の
ほ
か
、
ご
提
案
の
よ
う
に
、
行

政
の
現
状
や
当
面
の
課
題
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
お
伝
え
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
市
役
所
の
業
務
案
内
や
事
業
説
明
、

各
種
公
共
施
設
な
ど
を
紹
介
す
る
番
組

を
本
年
度
か
ら
増
や
し
て
い
く
予
定
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
中
で
市
職

員
や
施
設
管
理
者
の
方
々
な
ど
の
出

演
に
よ
り
、
地
域
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
ら
し
い
広
報
、
市
民
・
視
聴
者
の

皆
さ
ん
に
役
立
つ
情
報
提
供
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

【
情
報
政
策
課
】

▼
木
村
次
郎
右
衞
門
さ
ん
に
は
ず
っ
と

長
生
き
し
て
ほ
し
い
で
す
。
健
康
が

大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
新
し
い

久
美
浜
中
学
校
に
つ
い
て
特
集
し
て

ほ
し
い
で
す
。

【
久
美
浜
町
・
20
代
・
女
性
】

▼
久
美
浜
高
茶
道
部
の
す
べ
て
が
手

作
り
の
茶
碗
作
り
、
そ
し
て
、
大
切

な
人
へ
の
一
服
…
と
て
も
感
動
し
ま

し
た
。
困
難
を
乗
り
越
え
る
力
、
考

え
る
力
が
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
必
ず

役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

【
弥
栄
町
・
50
代
・
男
性
】

▼
我
流
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム「
ア
ラ
サ
」

の
記
事
を
拝
見
し
ま
し
た
。
子
育
て

マ
マ
さ
ん
、
す
ご
い
な
！
と
共
鳴
し

ま
し
た
。
写
真
の
笑
顔
が
み
な
さ
ん

と
て
も
素
敵
で
す
！
市
内
出
身
の
マ

マ
さ
ん
も
参
加
さ
れ
て
は
…
と
思
い

ま
す
。

【
網
野
町
・
50
代
・
女
性
】

在
住
外
国
籍
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
投
稿
い
た
だ
い
た

京
丹
後
市
へ
の
想
い
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま
す
。

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

（
丹
後
町
此
代
）

  　
川か

わ
戸と　
和か

ず
子こ  

さ
ん （
64
）

【元民生・児童委員】

　平成元年から 21 年間にわたり、民
生委員・児童委員として、地域コミュ
ニティの構築に尽力。また、京丹後
市の「災害時の要援護者支援プラン」
策定においては、要援護者の立場に
立ち、意見の相違を調整して同プラ
ンに反映させるなど、地域の福祉向
上に貢献し、その功績が評価されま
した。

春の褒章 
藍綬褒章（社会福祉功績）

京 都 府 発 明 等 功 労 者 表 彰
（創意工夫功労者）

　加工機械の操作手順や、夜間・休日の
当番への引き継ぎ内容などを、分かりや
すくイラストや共通化した色・記号などで
表示するタブレット端末用の電子マニュ
アルを考案しました。これにより、年間
延べ約 800 時間かかっていた引き継ぎの
時間が大幅に短縮され、年間数件発生し
ていた引き継ぎミスの解消にも成功。ま
た、誰が見ても分かるように表示するこ
とで、社員全体の技術の底上げが図られ
るなど、その創意・工夫が評価されました。
　西坂さんは、「先輩方の力を借りて試
行錯誤しながら何度も改良を重ねてきま
した。成果に満足することなく、新たな
挑戦を続けていきます」と話していまし
た。

タブレット端末を手に、考案した電子
マニュアルを紹介する西坂さん

 株式会社積進（峰山町長岡）

ご
意
見
箱
か
ら
声

み
ん
な
の

「地域学・ガイド養成講座」で琴引浜を訪れた于さ
ん（左端）と参加者

  

私
は
中
国
の
大
連
出
身
で
す
。
大
連
に
は
大

き
な
港
が
あ
り
、
世
界
各
国
と
盛
ん
に
貿
易
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
家
か
ら
数
分
の
と
こ

ろ
に
も
海
が
あ
り
、
夏
に
は
多
く
の
観
光
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
３
月
、
主
人
の
仕
事
の
関
係
で
日

本
に
来
て
１
年
間
大
阪
で
過
ご
し
た
後
、翌
年
、

京
丹
後
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に

来
る
前
、
主
人
に
京
丹
後
の
こ
と
を
聞
い
て
み

る
と
、「
田
舎
」「
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
が
少

な
い
」
と
言
わ
れ
、
不
安
な
気
持
ち
を
抱
え
な

が
ら
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　
実
際
に
住
ん
で
み
る
と
、
主
人
の
言
う
よ
う

に
繁
華
街
や
大
き
な
ス
ー
パ
ー
、
高
層
ビ
ル
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
鮮
な
空
気
や
透
き
通
っ
た

川
な
ど
、
大
阪
に
無
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
一
番
驚
い
た
の
は
出
会
う
人
が
み
ん

な
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
こ
と
。
地
元
の
方
は
と

て
も
親
切
で
、
抱
え
て
い
た
不
安
は
す
ぐ
に
解

消
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
外
国
人
に
と
っ
て
一
番
困
っ
た
の

は
、
や
は
り
言
葉
の
壁
で
す
。
日
本
語
能
力

検
定
２
級
を
取
得
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
理
解

で
き
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
ち

ら
に
来
て
か
ら
も
、
国
際
交
流
協
会
の
開
催

す
る
日
本
語
教
室
に
通
っ
て
勉
強
を
続
け
て
い

ま
す
が
、“
丹
後
弁
”
が
聞
き
と
れ
る
よ
う
に

な
る
の
は
ま
だ
ま
だ
先
に
な
り
そ
う
で
す
…

　

平
成
23
年
７
月
に
は
、
丹
後
の
歴
史
や
文

化
、
自
然
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
い
市
地
域

再
生
協
議
会
主
催
の
『
地
域
学
・
ガ
イ
ド
養

成
講
座
』
に
参
加
し
ま
し
た
。
講
座
で
は
、
琴

引
浜
や
稲
葉
本
家
を
訪
問
。
丹
後
町
で
は
“
と

び
丸
タ
ク
シ
ー
”
に
乗
船
し
真
っ
青
な
海
の
絶

景
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

京
丹
後
に
は
魅
力
的
な
場
所
や
歴
史
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
言
語
が
違
う

外
国
人
に
は
そ
の
魅
力
や
歴
史
が
伝
わ
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
外
国
人
向
け
の
ガ
イ
ド

を
養
成
す
れ
ば
、
さ
ら
に
丹
後
の
魅
力
を
世

界
に
発
信
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
去
年
、う
ち
に
新
し
い
家
族
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
に
も
私
が
学
ん
だ
京
丹
後
の
魅
力
を

存
分
に
伝
え
て
い
き
ま
す
！

于
う

　漫
まん

　さん（31）
大宮町河辺在住

製造部工作技術課　西
に し

坂
さ か

　玲
れ い

子
こ

 さん（24）

故平井嘉一郎さんの妻・信子さん（前列左から3人目）と入賞
者の皆さん

第
４
回 

平
井
嘉
一
郎
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

大宮南小 5 年
米
よね

田
だ

　雅
まさ

英
ひで

 君

金　賞

　
平
井
嘉
一
郎
文
庫
記
念
事

業
「
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

発
表
会
と
表
彰
式
が
５
月
11

日
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た

大
宮
町
内
の
小
学
校
５・
６

年
生
1
2
8
人
の
中
か
ら
、

入
選
し
た
10
人
が
作
文
を
発

表
。
こ
の
中
か
ら
『
ブ
ナ
林

に
勇
気
づ
け
ら
れ
て
』
と
題

し
、
大
宮
町
に
あ
る
ブ
ナ
林

と
白
神
山
地
の
ブ
ナ
林
を
対

比
し
な
が
ら
、
厳
し
い
自
然

環
境
の
中
で
も
必

死
に
生
き
よ
う
と

す
る
ブ
ナ
林
の
た

く
ま
し
さ
に
感
動

し
た
こ
と
を
表
現

し
た
米
田
雅
英
君

（
大
宮
南
小
５
年
）

の
作
文
が
金
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
米
田
君
は

「
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
発

表
は
緊
張
し
た
け
ど
、
学
校

や
家
で
何
度
も
練
習
を
し
た

成
果
が
出
せ
て
よ
か
っ
た
で

す
」
と
受
賞
し
た
喜
び
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

銀
賞
は
『
勇
気

を
持
っ
て
行
動
で

き
る
人
を
目
指
し

て
』
を
書
い
た
岩い

わ

間ま

萌め

唯い

さ
ん
（
大

宮
第
一
小
６
年
）、

銅
賞
に
は
『「
東
日

本
大
震
災
」
で
教

え
て
も
ら
っ
た
事
』

を
書
い
た
、
田た

中な
か

美み

織お
り

さ
ん
（
大
宮

第
一
小
５
年
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
、

大
宮
町
善
王
寺
の
出
身
で
ニ
チ

コ
ン
株
式
会
社
（
本
社
・
京
都

市
）
創
業
者
の
故
平
井
嘉
一
郎

氏
生
誕
1
0
0
年
を
記
念
し

て
、
妻
の
平
井
信
子
さ
ん
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
、
大
宮
図
書
室
内

の
「
平
井
嘉
一
郎
文
庫
」
の
記

念
事
業
と
し
て
、
平
成
22
年
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

【
入
賞
者
の
皆
さ
ん
】

西に
し

垣が
き

太た
い

智ち

君
（
大
宮
第
一
小

５
年
）
／ 

野の

村む
ら

恵え

里り

さ
ん

（
大
宮
南
小
５
年
）
／
櫻さ

く
ら

井い

楓ふ
う

花か

さ
ん
（
大
宮
第
一
小
６

年
）
／
田た

村む
ら

凪な
ぎ

さ
ん
（
大
宮

南
小
６
年
）
／
安や

す

田だ

愛ま
な

美み

さ

ん
（
大
宮
南
小
６
年
）
／
水み

ず

口ぐ
ち

絵え

理り

奈な

さ
ん
（
大
宮
南
小

６
年
）／
上う

え

田だ

鈴す
ず

葉は

さ
ん（
大

宮
南
小
６
年
）

京丹後に想う Vol .8



生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
弥
栄
病
院
で
赤
ち
ゃ

ん
誕
生
の
瞬
間
を
喜
ぶ
ご
家
族
の
姿
を
紹
介

し
ま
す
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
か

た
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ど
し
ど
し
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
秘
書
広
報
広
聴
課
「
生

命
の
絆
」
係
ま
で 

 
☎
６
９-

０
１
１
０

桒
くわ

原
はら

 幸
こう

明
めい

ちゃん（男の子）
４月生まれ・2,778㌘
母：悠里子さん　父：祥行さん
（大宮町口大野） 松尾 咲

しょう

汰
た

ちゃん（男の子）
４月生まれ・3,338㌘
母：隼

じゅん

子
こ

さん　父：直樹さん
（京都市右京区／実家：網野町網野）

山下 柚
ゆず

希
き

ちゃん（女の子）
３月生まれ・3,462㌘
母：真実さん　父：恭平さん

（峰山町新治）

吉浪 大
だい

輔
すけ

ちゃん（男の子）
3月生まれ・2,276㌘
母：愛

めぐみ

さん　父：和也さん

水島 彩
さ

恵
え

ちゃん（女の子）
４月生まれ・2,708㌘
母：恵子さん　父：秀行さん

（豊岡市出石町／実家：網野町網野）

村上 琥
こ

珀
はく

ちゃん（男の子）
３月生まれ・3,098㌘
母：満里絵さん　父：翔一さん
（兵庫県西宮市／実家：網野町島津）

東
ひがし

中
な か

 柚
ゆ ず

稀
き

ちゃん（女の子）
４月生まれ・3,260㌘
母：匠

しょう

子
こ

さん　父：義治さん
（兵庫県西宮市／実家：弥栄町堤）

安田 翔
かける

ちゃん（男の子）
4月生まれ・2,658㌘
母：抄

さ

頼
より

さん　父：稔さん
（丹後町間人）

石丸 寧
ね

々
ね

ちゃん（女の子）
４月生まれ・3,228㌘
母：友代さん　父：裕

ひろし

さん

（弥栄町黒部）

さと
がえ
り

さと
がえ
り

さと
がえ
り

さと
がえ
り（弥栄町吉沢）

田村生
い

吹
ぶ き

 さん

網野町少年レスリング教室

大宮中1年
伊藤　駿

しゅん

 君
網野高校レスリング部

網野高 2年

JOC杯

「
絆
フ
ェ
ス
タ
」
に
6
0
0
人

スポーツで世代を超えて交流深める

　
５
月
12
日
（
日
）、
八
丁
浜

シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク（
網
野
町
）

で
「
絆
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
や
そ
の
家
族

な
ど
約
6
0
0
人
が
参
加
。

初
夏
の
青
空
の
下
、
フ
ッ
ト
サ

ル
や
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
12
種
目
の
ス

ポ
ー
ツ
の
ほ
か
、
コ
マ
回
し
や

輪
投
げ
な
ど
の
遊
び
が
行
わ

れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
一
緒
に
競
い
合
う
な
ど
、
世

代
を
超
え
て
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け

に
、
地
域
の
絆
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
よ
う
と
N
P
O
法
人

網
野
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
が

企
画
し
た
も
の
で
、
今
年
が
３

回
目
。

　
開
会
式
で
は
、
河
田
颯は

や

斗と

君

（
網
野
南
小
４
年
）、
大
坪
旦あ

き
ら

君

▲巻き方を教わり、コマ回しに挑戦する子どもたち

　

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
選
手
権
大
会
が
４
月
27
、
28

日
の
両
日
、
横
浜
文
化
体
育
館

（
神
奈
川
県
）
で
開
か
れ
、
網
野

高
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
伊
藤
駿

君
（
網
野
高
２
年
）
と
、
網
野

町
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
教
室
の
田

村
生
吹
さ
ん
（
大
宮
中
１
年
）

が
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

伊
藤
君
は
「
多
く
の
課
題

が
見
つ
か
っ
た
大
会
で
し
た
。

も
っ
と
練
習
し
て
課
題
を
克
服

し
、
次
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選

で
は
優
勝
を
目
指
し
ま
す
」
と

話
し
、
田
村
さ
ん
は
「
中
学
生

に
な
っ
て
初
め
て
の
全
国
大
会

で
、
入
賞
で
き
て
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
次
の
大
会
で
は
優
勝
で

き
る
よ
う
に
も
っ
と
練
習
を
が

ん
ば
り
ま
す
」
と
意
気
込
ん
で

い
ま
し
た
。

（
網
野
中
２
年
）
が
「
家
族
の

絆
・
仲
間
の
絆
・
地
域
の
絆
を

大
切
に
、
大
き
な
夢
に
向
か
っ

て
日
々
努
力
し
ま
す
」
と
力
強

く
宣
言
。
そ
の
後
、
参
加
者
が

互
い
に
手
を
つ
な
ぎ
「
が
ん
ば

ろ
う
東
北
」
と
声
を
合
わ
せ
て

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

▲世代を超えてサッカーを楽しむ参加者たち

３位３位
男 子 58 ㌔ 級女 子 40 ㌔ 級

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

2013.0619 2013.06 18
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▲記念写真を撮る30歳の成人式参加者たち

　

仲
禅
寺
は
、
丹
後
分
国
と

同
じ
1
3
0
0
年
前
の
和
銅

６
年
（
７
１
３
年
）
に
創
建

さ
れ
た
と
伝
わ
る
古
い
お
寺

で
す
。
も
と
は
大
き
な
お
寺

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
永え

い

禄ろ
く

６
年
（
１
５
６
３
年
）
に

火
災
に
遭
い
、
現
在
は
吉き

っ

祥
し
ょ
う

院い
ん

と
い
う
小
さ
な
お
堂
と
仁

王
門
が
残
る
の
み
で
す
。
仁

王
門
に
は
、
高
さ
２・７
㍍
の

金
剛
力
士
像
（
仁
王
尊
像
）

が
両
脇
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

口
を
結
ん
だ
吽う

ん

形ぎ
ょ
う

の
頭
の

内
部
に
は
、
像
が
造
ら
れ
た

文
明
13
年
（
1
4
8
1
年
）

年
に
縁え

ん

城じ
ょ
う

寺じ

（
峰
山
町
橋
木
）

の
僧
侶
（
頼ら

い

舜し
ゅ
ん

）
が
書
い
た

墨
書
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
都
の
仏
師
で
あ

っ
た
院い

ん

勝し
ょ
う

が
造
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
な
お
、
口

を
開
い
た
阿あ

形ぎ
ょ
う

は
、
後
に
火

災
で
焼
け
て
し
ま
い
、
宝
暦

９
年
（
１
７
５
９
年
）
に
今

の
像
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
仲
禅
寺
の

金
剛
力
士
像
は
、
制
作
年
代

や
作
者
が
分
か
る
貴
重
な
像

で
あ
る
点
が
評
価
さ
れ
、
昭

和
54
年
１
月
23
日
付
で
網
野

町
指
定
文
化
財
（
工
芸
）
に

指
定
さ
れ
、
平
成
16
年
の
京

丹
後
市
発
足
に
伴
い
市
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�

（
文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 

86

仲ち
ゅ
う

禅ぜ

ん

寺じ

仁に

王お

う

尊そ

ん

像ぞ

う

　　　  制作年代・作者が分かる金剛力士像

15

　

先
日
、「
30
歳
の
成
人
式
i
n

京
丹
後
」
が
櫛
田
実
行
委
員
長
は

じ
め
今
は
市
内
外
に
居
住
さ
れ
て

い
る
本
市
出
身
の
30
歳
の
若
者
達

自
身
の
手
作
り
で
、
本
市
で
初
め
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
も
ま
だ
ま
だ
稀
な
取

り
組
み
で
、“
30
歳
を
今

の
時
代
の
本
当
の
成
人

と
し
て
捉
え
、
交
流
を

通
じ
互
い
の
こ
れ
か
ら

の
繁
栄
へ
の
展
望
を
共

有
す
る
”
と
い
っ
た
趣
旨
で
、
市
外

在
住
の
同
級
生
も
全
体
の
半
数
近

く
！
総
勢
約
2
0
0
人
の
30
歳
同

級
生
が
参
加
さ
れ
、
未
来
を
切
り

拓
く
志
と
希
望
の
熱
気
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
「
30
歳
」
は
、
概
し
て
多
く
の
人

が
仕
事
の
中
で
は
部
下
が
、
私
生

活
で
は
新
た
に
家
庭
が
で
き
始
め
、

社
会
人
と
し
て
の「
責
任
」や「
覚
悟
」

が
改
め
て
求
め
ら
れ
る
時
期
、
さ
ら

に
、
責
任
と
覚
悟
が
持
て
る
な
ら
社

会
の
中
で
い
ろ
ん
な
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
た
り
創
造
で
き
る
ん
だ
、
と

の
気
付
き
を
新
た
に
深
め
る
時
期

で
す
。
裏
返
せ
ば
、
社
会
人
と
し
て

既
成
の
環
境
に
染
ま
り
き
っ
て
し
ま

う
前
に
、
夢
の
青
々
さ
、
万
年
“
わ

か
も
の
”
の
情
熱
を
再
確
認
し
、
新

し
い
時
代
を
若
々
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
豊
か
に
創
っ
て
い
く
ス
タ
ー
ト
式

と
し
て
の
「
青
人
式
」
で
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
可
能
性
に
満
ち
、
未
来
へ
の

力
を
創
る
成
人
式
が
、
毎
年
継
承

し
て
重
ね
ら
れ
、
京
丹
後
の
明
日

を
開
拓
す
る
原
動
力
と
な
る
よ
う
、

大
い
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
！

≪
生
涯
現
役
の
た
め
の
60
歳
か

ら
の
入
学
式

－

京
丹
後
市
高
齢

者
大
学
の
開
設

－

≫

　　
一
方
、
概
ね
60
歳
以
上
の
皆
さ
ん

が
、
い
き
い
き
と
仲
間
づ
く
り
、
楽

し
み
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
生
活
の
喜
び
や
味
わ

い
を
よ
り
懐
深
く
豊
か
な
も
の
に
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
本
年
度
か
ら

「
京
丹
後
市
高
齢
者
大
学
」
を
開
設

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
よ
く
言
わ
れ
ま
す
よ
う
に
、
ど
ん

な
年
齢
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
毎
日

毎
日
が
こ
れ
か
ら
の

人
生
の
中
で
一
番
若
い

日
。
い
わ
ば
毎
日
が

“
わ
か
も
の
”
！
長
年

の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
経

験
を
糧
と
礎い

し
ず
え

に
さ
れ
た
滋
味
あ
ふ

れ
る
“
わ
か
も
の
”
の
地
光
り
す
る

よ
う
な
輝
き
で
、
生
涯
現
役
の
活

気
に
ま
す
ま
す
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
育
ん
で
い
き
た
い
。
世
代
を
越

え
生
涯
を
通
じ
て
“
人
と
人
づ
く
り

を
大
切
に
す
る
”
ま
ち
づ
く
り
。
世

代
を
越
え
た
“
わ
か
も
の
”
の
情
熱

と
輝
き
で
新
し
い
時
代
の
豊
か
な
京

丹
後
を
一
歩
一
歩
創
り
あ
げ
て
い
き

た
い
。

　
　
京
丹
後
市
長　
中
山　

泰

※
詳
し
く
は
、
現
在
発
売

中
の
京
丹
後
市
史
資
料
編

「
京
丹
後
市
の
美
術
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。（
本
号
４
㌻

に
関
連
記
事
）

　

参
加
者
が
市
内
を
巡
り
な
が

ら
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
す
る
観

光
ツ
ア
ー
「
え
え
と
こ
だ
で
♪

丹
後
発
見
！
ス
ナ
ッ
プ
ラ
リ
ー

2
0
1
3
」（
市
商
工
会
青
年
部

主
催
）が
4
月
20
、21
日
の
両
日
、

１
泊
２
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、

府
北
部
以
外
の
地
域
か
ら
14
組

47
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
京
阪
神
に

住
む
18
歳
～
50
歳
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、
通
常
の
観
光
旅
行
で
は

味
わ
え
な
い
体
験
や
思
い
出
づ

く
り
を
通
し
て
、
新
た
な
京
丹

後
フ
ァ
ン
を
獲
得
す
る
と
と
も

に
、
観
光
誘
客
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
目
的
。
平
成
22
年
か
ら
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で

３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
参
加
者
は
「
こ
の
写
真
と
同

じ
ア
ン
グ
ル
で
松
島
を
激
写
せ

よ
」「
農
家
で
巨
大
ト
ラ
ク
タ
ー

を
乗
り
こ
な
せ
」「
丹
後
ち
り
め

ん
の
着
物
を
身
に
ま
と
え
」
な

ど
、京
丹
後
の
「
景
色
」「
人
」「
体

験
」「
食
」
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
す
る
た
め
、

地
元
住
民
に
尋
ね
た
り
、
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ
た
り
し
て
市

内
各
地
を
巡
り
ま
し
た
。
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
達
成
を
写
真
で
報
告

す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
与
え
ら
れ
、

成
績
優
秀
者
に
は
旅
館
宿
泊
券

な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
終
了
後
、
参
加
者
か

ら
は
「
会
う
人
み
ん
な
が
親
切

で
や
さ
し
い
」「
魅
力
的
な
ス
ポ

ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
ま
た
来

た
い
」「
食
べ
物
最
高
！
」
な
ど

と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

▲丹後ちりめんの着物をまとう参加者と青年部員

▲笑顔でミッション達成を報告する参加者

　｢

丹
後
発
見
！
ス
ナ
ッ
プ
ラ
リ
ー
」

　
　
　
　
丹
後
の″
え
え
と
こ
”を
満
喫

　
　

▲世界審査では審査員が現地視察を行いま
す（2010年丹後町にて）

　
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
科
学
的

に
重
要
で
貴
重
な
地
層
、
化
石
、

岩
石
、
地
形
、
温
泉
な
ど
の
地

質
遺
産
を
複
数
含
む
自
然
公
園

の
こ
と
で
す
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、

「
日
本
列
島
が
ア
ジ
ア
大
陸
の
一

部
だ
っ
た
時
代
か
ら
、
日
本
海

が
開
き
、
現
在
に
至
る
ま
で
の

経
過
と
そ
れ
に
か
か
わ
る
人
々

の
暮
ら
し
を
確
認
で
き
る
地
域
」

と
し
て
2
0
0
9
年
に
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
、
翌
年
に
は
ユ
ネ
ス

コ
が
支
援
す
る
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
員
と
し

て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」は
、

４
年
に
一
度
、
再
審
査
が
行
わ

　

  

来
年
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の

　
　
　
　
　

   

再
審
査
が
あ
り
ま
す
！

れ
、
地
質
遺
産
の
保
全
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
か
、
多
く
の
人

や
組
織
が
参
加
し
啓
蒙
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
、
複
数

の
項
目
に
つ
い
て
評
価
さ
れ
ま

す
。

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
ガ
イ
ド

養
成
や
小
学
校
で
の
学
習
活
動

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
の
団
体
で
も
海
岸
清
掃
な

ど
の
保
全
活
動
や
、
ジ
オ
パ
ー

ク
を
活
用
し
た
商
品
開
発
、
遊

覧
船
の
運
航
な
ど
、
ジ
オ
パ
ー

ク
に
関
わ
る
活
動
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
再
審
査

は
来
年
秋
に
予
定
さ
れ
て
お

り
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
が
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
内
の
現

地
審
査
に
訪
れ
る
予
定
で
す
。

　
再
審
査
に
向
け
、
さ
ら
に
活

動
の
充
実
を
図
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
へ
の
普
及
・
啓
発
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
他
地
域
の
ジ

オ
パ
ー
ク
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
。（

観
光
振
興
課
）

▲参加者・スタッフ全員で記念撮影

（
網
野
町
仲
禅
寺
）

▲地元住民に道を尋ねる参加者

≪
30
歳
の
成
人
式
≫

至島津

至橋木

網野町
仲禅寺

663

663

仲禅寺
集会場

仲禅寺
仁王尊堂

再認定目指しジオパーク活動を推進

“
わ
か
も
の
”
の
情
熱
と

     

輝
き
で
創
る
ま
ち
づ
く
り

▲仲禅寺の仁王門両脇に立つ金剛力士像（左・吽
形、右・阿形、仲禅寺区所蔵）



6月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 7/1 2 ３ ４ ５ ６

　「本棚の編集者」“ブックディレク
ター”幅

は ば

允
よ し

孝
た か

。彼が本を並べると本
が輝きだすという。病院やレストラン
など彼が手掛けた本棚、本との偶
然の出会いを生み出す彼の仕事を
紹介しています。

　海
う み

から生
う

まれた「水
み ず

のたまご」
は雲

く も

になり、雨
あ め

になる。そして、
あらゆる生

い

き物
も の

のなかを流
な が

れて、
いつか海へとそそぐ。水が育

はぐく

むい
のちを伝

つ た

えます。水がからだのな
かを流れてボクも川

か わ

になる。

■ 宮川　優（みやがわ ゆう）
京丹後コミュ二ティ放送・局長。FM たん
ごメインパーソナリティー。朝の情報番組

「たんご・モーニング・サンド！」（7：００～８：
58）を担当。年間を通してイベント MC
や各ナレーションにも多数出演

　季節も春から初夏へバトンタッ
チ！今年の春は花粉に加え、PM2.5
も気になる春でしたね。自然いっぱ
いの丹後の空気を汚さないでほしい
ものです。
　さて、海あり山あり町ありの京丹
後市には現在 225 の地区があり、
約6万人の方がそれぞれの地区で生
活されています。そこでみなさん！
今暮らしている地区にどんな歴史や
伝統があり、今何を頑張っているの
かなどをご存知でしょうか？知らな
いという方はこちらをチェック！京
丹後市のホームページに「自治会（区
等）のまちづくりをご紹介します」
というバナーがあります。そこを開
くと各地区のホームページを見るこ
とができます。これは、各市民局の
地域にぎわいづくり推進員や地区の
方が地域を取材し制作されたもので

す。ご自身の地区はもちろん、その
他の地区もご覧ください。地区は分
かれていても京丹後は一つですから
ね。
　FMたんごでは、宮川優の「たん
ごモーニングサンド！」内で週1回
のペースで地区を紹介しています。
最近は、紹介する前に地区を訪れ、
私のレポートも交えてお届けしてい
ます。初めて訪れる山あいの地区は、
まさに未知の世界。全てを回りたい
のはヤマヤマですが、京丹後市は広
いですね～。人口も1,000 人を超
える中心地区もあれば１ケタの山間

地区もあり、中には移住された方が
支えているという地区まであります。
でも、共通しているのは「地区
を盛り上げ、次世代へつなげた
い」という思いではないでしょう
か。こうした熱い思いを、季節
のように次世代にバトンタッチして、
京丹後を盛り上げていきたいです
ね！これからも京丹後の隅々まで皆
さんに知っていただくため、優は駆
け回りますので、ぜひ聞いてくださ
いね（＾＾）

たんご 遊優宮川優の 見聞録

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）
②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報
紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなど
をご記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙
を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラストは
広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘
れずにご記入ください。

◆応募締切
６月 14 日（金）当日消印有効。当選者の発表は７月
号のこのコーナーで。

◆５月号の答え
問１…116　問２…あおまつ　問３…茶道

◆５月号当選者
堀英子さん（大宮町）、田家冬虎さん（丹後町）、間芝
孝則さん（弥栄町）、田中静さん（久美浜町）、金久八
重子さん（弥栄町）
応募総数34人、全員正解でした。たくさんのご応募ありがと
うございました。

問１ 京丹後市高齢者大学の創設で「生涯○○のまちづくり」
問２ 大宮町三重地区で子宝願い「○○○立て」 
問３ 地元の○に登って、新緑と絶景を楽しもう

広報クイズ 京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
斉
唱
を
披
露
す
る
参
加
者

今月のおすすめ

nav i nav inav inav inav i nav inav i

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

季節のようにバトンタッチ！

　

今
年
で
発
足
５
周
年
を
迎
え
た
市
国
際
交
流

協
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
と

と
も
に
今
後
の
取
り
組
み
に
お
け
る
一
層
の
充

実
を
図
ろ
う
と
、
４
月
27
日
、
５
周
年
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
や
韓
国
、
中
国
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
出
身
の
会
員
56
人
を
含
む
約
70
人
が
参

加
。
藤
村
会
長
が
「
今
日
か
ら
新
た
な
ス
タ
ー

ト
。
外
国
籍
の
皆
さ
ん
と
共
に
地
域
を
つ
く
っ

て
い
こ
う
」
と
国
籍
や
年
齢
、
性
別
を
超
え
た

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
５
年
間
の
活
動
を
振

り
返
る
映
像
の
放
映
や
中
国
の
伝
統
楽
器
「
二

胡
」
の
演
奏
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
会
員
に
よ
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
歌
の
斉
唱
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、

参
加
者
が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

                       　　　　
京丹後市からのお知らせ　

　月～金　7：53～7：58、13：00～13：05、16：54～16：59

市政情報番組 FM たんご FM79.4㎒ Check

　大宮図書室は4月27
日、「紙トンボであそぼう」
と題した、工作教室を開
催しました。
　子どもたちは、講師の
深田和幸さんから作り方
を教わりながら紙トンボ
作りに挑戦。最初はうま
く飛ばせなかった子ども
たちも、飛ばし方を教わっ
たり試行錯誤したりしな
がら、上手に飛ばしてい
ました。

自作の紙トンボを飛ばす子どもたち

大宮図書室で「紙トンボ」作り
大宮図書室

市職員人事異動

 新規採用［5 月1日付 ]

久美浜病院
≪診療部内科≫

医師　山本　真弓

　図書館 (室 )では、子どもたちにおはなしの楽しさを伝
えるため、「絵本の読み聞かせ会」や「お楽しみ会」を開
催しています。
　このような事業に協力していただける読み聞かせボラン
ティアを募集しています。未経験の方でも大歓迎です。絵
本や読み聞かせに興味のある方は、希望する地域の図書
館（室）までご連絡ください。

絵本の読み聞かせは大人気。みんな真剣に聞いています

読み聞かせボランティアを募集！

▲記念シンポジウムで基調会談する
宮川大助さん（写真右）

▲モニターツアーで丹後町を訪れる参
加者たち

５周年記念パーティーを開催

■ボクも、川になって 里見　喜久夫／文
 牛島　志津子／絵

ダイヤモンド社

■本の声を聴け 高瀬　毅／著
文藝春秋

　

平
成
24
年
度
に
宝
く
じ
助

成
事
業
を
活
用
し
、
丹
後
建
国

1
3
0
0
年
記
念
事
業
と
し

て
、
昨
年
11
月
に
著
名
人
を
招

い
た
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
に

は
丹
後
建
国
1
3
0
0
年
の

歴
史
・
伝
説
ウ
ォ
ー
ク
と
し
て

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
こ
の
助
成
事
業
は
（
財
）
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
宝
く
じ
を
使
っ
た

社
会
貢
献
事
業
の
ひ
と
つ
。
地

域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
を
目
的
に
、
地
域

振
興
事
業
に
対
し
て
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

助
成
を
受
け
た
両
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
多
く
の
参
加
者
が
丹
後

の
歴
史
と
文
化
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

「
宝
く
じ
助
成
」
を
活
用
し
て

　
丹
後
建
国
1
3
0
0
年
事
業
を
実
施

交通事故に注意を
　府 内 で 交 通 事 故
が多発していま
す。
　安全運転を心
掛けましょう！

2223 2013.06 2013.06
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男　	28,699人	（－36）
女　	30,836人	（－62）
計	　59,535人	（－98）
世帯数	 22,538世帯	（+28）
5月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

人口・世帯数 ▼
皆
さ
ん
、
表
紙
の
印
象
は
い
か

が
で
し
た
か
？
今
号
か
ら
、
地
域

の
良
さ
を
「
再
認
識
」「
発
見
」
を

テ
ー
マ
に
、読
者
の
皆
さ
ん
に
“
い

い
ね
”
っ
て
思
っ
て
も
ら
え
る
風

景
や
瞬
間
を
表
紙
写
真
で
紹
介
し

ま
す
▼
今
回
は
、
新
緑
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
内
山
ブ
ナ
林
や

高
竜
寺
ヶ
岳
を
登
り
、
数
あ
る
候

補
写
真
か
ら
、
内
山
ブ
ナ
林
の
王

様
と
も
言
え
る
「
大
ブ
ナ
」
を
表

紙
に
選
び
ま
し
た
▼
運
動
不
足
の

体
に
は
少
々
こ
た
え
ま
し
た
が
、

実
際
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で
、
鳥
の

さ
え
ず
り
や
川
の
流
れ
る
音
、
空

気
の
お
い
し
さ
な
ど
、
写
真
で
は

味
わ
え
な
い
空
間
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
す
が
す
が
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
▼
ぜ
ひ
皆

さ
ん
も
、
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
で

は
な
く
、
実
物
を
観
た
り
、
体
験

し
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と

想
像
を
超
え
る
楽
し
さ
が
待
っ
て

い
ま
す
よ
▼
次
号
は
「
青
」
に
ち

な
ん
だ
何
か
を
紹
介
す
る
予
定
で

す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
／
樹

発
行

／
京

丹
後

市
役

所
　

編
集

／
秘

書
広

報
広

聴
課

〒
627-8567  京

都
府

京
丹

後
市

峰
山

町
杉

谷
889

☎
0772-69-0110  
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花
づ
く
り
で
広
が
る

お
も
て
な
し
の
環

　
「
人
に
や
さ
し
い
、
環
境
に
や
さ
し
い
花
い
っ
ぱ

い
の
町
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
丹
後
町
の

海
岸
線
（
国
道
１
７
８
号
）
や
地
域
に
花
を
植
え
、

丹
後
を
訪
れ
る
人
た
ち
を
も
て
な
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
あ
る
。「
花
ネ
ッ
ト
丹
後
」（
吉

井
久
子
会
長
）。
今
年
４
月
、「
平
成
25
年
緑
化
推

進
運
動
功
労
者
」
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を

受
け
る
な
ど
、
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。
吉

井
会
長
に
、
花
の
魅
力
を
聞
い
て
み
た
。

              

♦　
　
♦　
　
♦

　

花
ネ
ッ
ト
丹
後
は
、
平
成
４
年
、
此
代
ふ
れ
あ

い
会
（
会
員
24
人
）
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
観
光
客

を
も
て
な
す
た
め
丹
後
町
此
代
地
区
の
住
民
た
ち

が
中
心
と
な
り
、
国
道
１
７
８
号
沿
線
に
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
を
植
え
た
の
が
始
ま
り
だ
。
平
成
９
年

８
月
に
は
建
設
大
臣
の
感
謝
状
を
受
け
る
な
ど
、

精
力
的
に
活
動
を
続
け
て
い
た
。

　

此
代
地
区
の
活
動
が
周
辺
地
域
に
も
広

が
り
、
久
僧
、
袖
志
な
ど
で
も
同
様
の
取

り
組
み
が
始
ま
っ
た
。当
時
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
少
な
く
、
無
償
で
あ
る
こ
と
へ

の
抵
抗
感
が
あ
る
会
員
も
い
た
と
い
う
が
、

吉
井
さ
ん
は
「
人
を
も
て
な
す
花
、
心
を

和
ま
せ
る
花
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
一
か
ら

手
作
り
し
て
自
分
た
ち
の
子
ど
も
の
よ
う

に
育
て
る
こ
と
が
大
切
」
と
、
あ
え
て
手

間
を
掛
け
、
土
作
り
か
ら
始
め
る
こ
と
を

提
案
。
府
の
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の

指
導
を
受
け
、
基
礎
か
ら
花
作
り
を
学
ん
だ
。

　

平
成
17
年
に
は
此
代
、
久
僧
、
筆
石
、
袖
志
の

４
地
区
の
グ
ル
ー
プ
が
合
併
し
「
花
ネ
ッ
ト
丹
後
」

を
創
設
。
現
在
は
、
さ
ら
に
竹
野
、
向
地
地
区
と

ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
の
会
、丹
後
町
婦
人
会
の
４
グ
ル
ー

プ
が
加
わ
り
会
員
数
１
７
０
人
の
団
体
と
な
っ
た
。

　

会
員
た
ち
は
、
国
道
沿
い
に
花
を
植
え
て
観
光

客
を
も
て
な
す
と
い
う
当
初
か
ら
の
取
り
組
み
に

加
え
て
、
学
校
や
福
祉
施
設
に
育
て
た
花
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
り
、
福
祉
施
設
の
園
芸
教
室
で
指
導

し
た
り
し
て
、
花
作
り
や
景
観
作
り
に
携
わ
っ
て

い
る
。
育
て
る
花
の
種
類
や
数
も
年
々
増
え
続
け
、

現
在
は
20
種
類
以
上
。
一
年
を
通
し
て
、
２
～

３
万
本
の
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

　
会
員
の
大
半
は
60
～
70
歳
代
。
高
齢
化
に
伴
い
、

力
仕
事
は
満
足
に
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
と
い
う

が
、
花
作
り
の
活
動
が
新
た
な
交
流
の
き
っ
か
け

づ
く
り
に
も
な
っ
て
い
る
。
仕
事
が
で
き
な
い
梅

雨
時
期
や
冬
季
に
は
、
メ
ン
バ
ー
が
食
べ
物
を
持

ち
寄
っ
て
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
を
開
く
な
ど
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
も
交
流
。
自
宅
の
花
壇
の
話
か
ら
活

動
内
容
ま
で
、
話
は
尽
き
な
い
。
一
人
暮
ら
し
の

会
員
に
と
っ
て
は
、
特
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
だ
。

　
「
花
は
、
手
を
掛
け
る
ほ
ど
き
れ
い
に
咲
い
て
く

れ
ま
す
。
育
て
た
花
を
み
ん
な
に
見
て
も
ら
っ
て
、

喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
最
高
の
喜
び
で
す
。
花
か

ら
大
き
な
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
目
を

輝
か
せ
る
。「
花
作
り
に
携
わ
っ
て
い
る
と
、
身
も

心
も
若
く
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
」
と
い
き
い

き
と
し
た
表
情
で
話
す
吉
井
さ
ん
に
は
、
大
き
な

笑
顔
の
花
が
咲
い
て
い
た
。

花
作
り
へ
の
思
い
を
語
る
吉
井
さ
ん
（
久
僧
地

域
を
通
る
国
道
１
７
８
号
沿
い
の
花
壇
で
）

吉
よ し

井
い

　久
ひ さ

子
こ

さん（78）　　　　　　　　　
　丹後町久

きゅう

僧
そ

「花ネット丹後」会長

振り込め詐欺にだまされないで！！


